
 

 

１．科目名（単位数） 精神保健福祉援助演習Ⅱ （2単位） 

３．科目番号 
SCMP3184 

SCMP3169 
２．授業担当教員 長谷川 行雄・小金澤 嘉 

４．授業形態 講義、演習 ５．開講学期 春期／秋期 

６．履修条件・ 

他科目との関係 
 

７．講義概要 

ソーシャルワーク演習Ⅰ、Ⅱ、精神保健福祉援助演習Ⅰ、Ⅱ、Ⅲは、2 年次から 4 年次まで断続的に学

習するよう構成されている。グループ討議、ロールプレイ、文献調査、社会調査、事例検討等の多様な方

法を用いて、精神保健福祉援助の知識と技術に係る他の科目との関連性を視野に入れながら、実践的に習

得するとともに、専門的援助技術として概念化し理論化し体系立てていくことができる能力を涵養するこ

とを目的としている。 

精神保健福祉援助演習Ⅱでは、実技指導を通してソーシャルワーカーとして必要なケースワークの基本

的技術を学習する。また、事例を用いて具体的な課題別の援助方法を理解し課題により異なる援助技術を

学習する。 

精神保健福祉援助演習Ⅱが終了した時点で、下記の目標を達成することが期待される。 

１）地域福祉の基盤整備にかかる事例を活用し、実技指導を行う。 

２）インテークからアセスメント、プランニング、介入、モニタリング、評価、終結とアフターケア―の

ケースワークの一連の流れを理解し、それぞれの過程における必要な技術を実践することができる。 

３）他専門職の専門性を尊重したチームアプローチの意義を理解し、ネットワーキングの技術を身につけ

る 

４）社会資源について理解し、その活用、調整、開発の技術を学ぶ 

５）ケアマネジメントについて理解し、実践することができる 

６）事例検討の意義を理解し、その方法を実践する 

７）次の課題について必要な援助技術を習得する：社会的排除／退院支援・地域移行、地域生活継続／ピ

アサポート／地域における精神保健／教育、就労／貧困、低所得、ホームレス／精神科リハビリテー

ション／危機状態にある精神保健福祉 

８．学習目標 

精神保健福祉の知識と技術に係る科目との関連も視野にいれつつ、精神障害者の生活や生活上の困難につ

いて把握し、精神保健福祉士に求められる相談援助に係る知識と技術について、次に掲げる方法を用いて

実践的に習得するとともに、専門的援助技術として概念化し理論化し体系立てていくことができる能力を

涵養する。 

そのために、下記のような授業形態により行われる。 

①総合的かつ包括的な相談援助、医療と協働・連携する相談援助に係る具体的な相談援助事例を体系的に

取り上げる。 

②個別指導並びに集団指導を通して、具体的な援助場面を想定した実技指導（ロールプレイング等）を中

心とした演習形態により行う。 

９．アサイメント 

（宿題）及びレポー

ト課題 

第１回目において、以下の内容について、具体的な提出物等の指示を出す 

１、地域福祉の基盤整備について 
２、ソーシャルワークの課題（社会的排除、退院支援・地域移行、貧困など）について 
その他、授業中に振り返りの課題を課す 

10．教科書・参考書・

教材 

【教科書】 
精神保健福祉士養成セミナー編集委員会編集 

『精神保健福祉士養成セミナー ７巻 第６版 精神保健福祉援助演習〔基礎〕〔専門〕』へるす出版、2017 
【参考書】 
長崎和則・辻井誠人・金子勉著『事例でわかる！精神障害者支援実践ガイド』日総研出版、2006 

11．成績評価の規準と

評定の方法 

○成績評価の規準 

１．実践に基づくアセスメントとそれに基づく支援計画の立案を理解し、その方法を身につける。 

２．授業を受ける基本的マナー（出席状況、提出物等）を守り、授業に積極的に参加している。 

○評定の方法 

１ 授業時に出される課題、発表、提出物  ： 総合点の 70％ 

２ 授業への積極的参加態度  ： 総合点の 30％ 

12．受講生への 

メッセージ 

本授業は、精神保健福祉士として必要な知識、理論を実践的に身に付けていくものです。他の授業で学ん
だことを実践的、総合的に理解するためにも必要な授業となっています。精神保健福祉士を目指すために

は、真剣に授業に取り組むことが期待されます。 

13．オフィスアワー 別途通知します。 

14．授業展開及び授業内容 

講義日程 授業内容 学習課題 

第１回 
・オリエンテーション 
・精神保健福祉援助演習Ⅰで学んだことの振り返りと
演習Ⅱのねらいの解説 

事前学習 
精神保健福祉援助演習Ⅰで学んだ内容を振
り返る。 

事後学習 演習において身に付けたいことを書きだす。 

第２回 

・ケースワークの実践（１）：ケースワークの援助過程
を復習する 

－インテークからアフターケアーまでの流れとそれ
ぞれの過程において大切な要素を振り返る 

事前学習 テキスト〔実践編〕第１章序章を熟読する。 

事後学習 ロールプレイの考察をまとめる。 

第３回 
・ケースワークの実際（２）インテーク 
 － インテークの技術を振り返り実践する 

事前学習 
テキスト〔実践編〕第１章Ⅰ「インテーク・

契約」を熟読する。あらかじめ配布された事
例を読み、わからない用語を調べる。 

事後学習 ロールプレイの考察をまとめる。 



 

 

第４回 

 ・ケースワークの実際（３）アセスメント・プランニ
ング アセスメントの様々な視点 治療モデル、環境モ
デル、生活モデル 

 － 視点によるニーズ把握の違いを理解する  

事前学習 
テキスト〔実践編〕第１章Ⅱ「アセスメント・
プランニング」 

事後学習 
視点によるニーズ把握の違いについてまと

める。 

第５回 

 ・ケースワークの実際（４）アセスメント・プランニ

ング アセスメントの様々な視点 「ICF」「バイオ・サ
イコ・ソーシャルモデル」 

ー「ICF」を活用してアセスメントを実践する  

事前学習 ICFについて復習する 

事後学習 事例を通して学んだことをまとめる。 

第６回 

・ケースワークの実際（５）アセスメント・プランニン
グ アセスメントの様々な視点 ストレングスモデル 

－ 「問題解決アプローチ」との比較 

  － 「ストレングスモデル」によるアセスメントの
実践 
  － その他ソーシャルワークのアプローチを理解

する 

事前学習 
ソーシャルワークのアプローチについて復
習する 

事後学習 事例を通して学んだことをまとめる 

第７回 

・ケースワークの実際（６）評価～終結、まとめ 

 －評価～終結の意義を理解し、終結の場面をロールプ
レイで実践する 
 －アフターケアの意義を理解し、必要なアフターケア

を計画する 
 －ソーシャルワークの援助過程を振り返り、ワーカー
としての自己の課題を見出す 

事前学習 
テキスト[実践編]第１章Ⅲ「支援の実施・振

り返り」Ⅳ「終結・支援の振り返りとアフタ
ーケア」を熟読する。 

事後学習 
事例を通して学んだことをまとめる。自己の
課題について考察する 

第８回 

・地域福祉の基盤整備を実践する基礎力を習得する
（１） 
 －アウトリーチ、地域アセスメント、社会資源の活用

と開発、チームアプローチとネットワーキングについて
理解する 

事前学習 

テキスト〔実践編〕第３章「地域の基盤整備
と地域生活支援活動の事例展開」A「アウトリ
ーチ」C「チームアプローチとネットワーキン

グ」、D「協議会の活用・調整・開発」を熟読
する 

事後学習 
アウト―リーチ、地域アセスメント、社会資
源、チームアプローチ、ネットワーキングと
は何か自分の言葉でまとめる 

第９回 

・地域福祉の基盤整備を実践する基礎力を習得する
（２）ケアマネジメント 
 －ケアマネジメントの方法を学び、精神障害者に対す

るケアマネジメントの意義を理解する 
 －事例を用いてケアマネジメントを実践する 

事前学習 
テキスト〔実践編〕第 3 章 B「ケアマネジメ
ント」を熟読する。 

事後学習 
ケアマネジメントとは何か自分の言葉でま
とめる。 

第１０回 

・地域福祉の基盤整備を実践する基礎力を習得する
（３）地域福祉計画とサービス評価 
 －地域福祉計画づくりを理解する 

 －事例を活用して地域福祉計画づくりを実践する 
 －サービス評価の意義と方法を理解する 
 －事例を用いてサービス評価を実践する 

事前学習 
テキスト〔実践編〕第３章 E「サービス評価」、
F「地域福祉計画」を熟読する。 

事後学習 
事例を通して学んだことをまとめる。事例の
中で学んだ専門用語や制度についてまとめ

る。 

第１１回 

 ・事例検討の意義と方法 
 －事例検討とは何か理解し、事例検討の方法を学ぶ 
・事例検討（１）：社会的排除 

 －精神障害者が抱える社会的排除の問題を理解する 
 －事例を用いて社会的排除における支援の方法を学
ぶ 

事前学習 
テキスト〔実践編〕序章（p.87）を熟読する。 
テキスト[実践編]第２章（pp.109～110）を読
み、わからない用語等意味を調べる。 

事後学習 
社会的排除とは何か自己の考えをまとめる。 

事例を通して学んだことを書き出す。 

第１２回 
・事例検討（２）：退院支援、地域移行、地域生活継続、
ピアサポート 
 －上記に掲げたそれぞれの課題を理解する 

事前学習 
テキスト〔実践編〕第２章の提示された事例
を読み、分からない用語等調べる。 

事後学習 
事例を通して学んだことをまとめる（それぞ
れの課題に対する理解も含めること）。 

第１３回 

 ・事例検討（３）：地域における精神保健（自殺、ひき
こもり、児童虐待、薬物・アルコール依存） 
 －地域における精神保健の課題を理解する 

 －事例を用いてそれぞれの課題における支援の方法
を学ぶ 

事前学習 
テキスト〔実践編〕第２章の提示された事例
を読み、分からない用語等調べる。 

事後学習 
事例を通して学んだことをまとめる（それぞ
れの課題に対する理解も含めること）。 

第１４回 

・事例検討（４）：教育・就労、貧困・低所得・ホームレ

ス、精神科リハビリテーション、危機状態にある精神保
健福祉 
 －上記に揚げたそれぞれの課題を理解する 

 －事例を用いてそれぞれの課題における支援の方法
を学ぶ 

事前学習 
テキスト〔実践編〕第２章の提示された事例

を読み、分からない用語等調べる。 

事後学習 
事例を通して学んだことをまとめる（それぞ

れの課題に対する理解も含めること）。 

第１５回 
・まとめ 
 －精神保健福祉援助演習Ⅱで学んだこと、演習を通し
ての自己の変化について振り返る 

事前学習 学習ノートを見返す。 

事後学習 授業で学んだことと自己の変化をまとめる。 

 


